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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波ビームの二次元的な走査を行い走査域の超音波画像を形成する画像形成手段と、
　前記走査域内にドプラ計測箇所を設定する計測箇所設定手段と、
　前記ドプラ計測箇所に対しドプラ計測を行い超音波ビーム方向の流速情報を算出する流
速計測手段と、
　前記走査域内で前記ドプラ計測箇所の周囲に放射状に複数の探索経路を設定する探索経
路設定手段と、
　各探索経路における前記超音波画像の画像情報に基づいて前記ドプラ計測箇所付近の流
れ角度を推定する角度推定手段と、
　前記超音波ビーム方向の流速情報を補正して前記流れ方向の流速情報を求める流速補正
手段と、
　を備え、
　前記角度推定手段は、探索経路毎に求めた前記画像情報から構成される分布データを形
成し、この分布データ上における前記画像情報のパターンの双峰分布に基づいて前記流れ
角度を推定する、ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　超音波ビームの二次元的な走査を行い走査域の超音波画像を形成する画像形成手段と、
　前記走査域内にドプラ計測箇所を設定する計測箇所設定手段と、
　前記ドプラ計測箇所に対しドプラ計測を行い超音波ビーム方向の流速情報を算出する流
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速計測手段と、
　前記走査域内で前記ドプラ計測箇所の周囲に放射状に複数の探索経路を設定する探索経
路設定手段と、
　各探索経路における前記超音波画像の画像情報に基づいて前記ドプラ計測箇所付近の流
れ角度を推定する角度推定手段と、
　前記超音波ビーム方向の流速情報を補正して前記流れ方向の流速情報を求める流速補正
手段と、
　を備え、
　前記角度推定手段は、ドプラ計測箇所を挟んで向かい合う探索経路同士を組にして、流
れ角度を推定する、ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の超音波診断装置において、
　前記超音波画像は二次元血流画像、または、二次元断層画像であることを特徴とする超
音波診断装置。
【請求項４】
　超音波ビームの二次元的な走査により形成された走査域の超音波画像と、
　前記走査域内に設定したドプラ計測箇所に対してドプラ計測を行って取得した超音波ビ
ーム方向の流速情報と、
　を処理する装置において実行されるプログラムであって、
　前記走査域内で前記ドプラ計測箇所の周囲に放射状に複数の探索経路を設定するモジュ
ールと、
　各探索経路における前記超音波画像の画像情報に基づいて前記ドプラ計測箇所付近の流
れ角度を推定するモジュールと、
　前記超音波ビーム方向の流速情報を補正して前記流れ方向の流速情報を求めるモジュー
ルと、
　を含み、
　前記角度を推定するモジュールにおいては、探索経路毎に求めた前記画像情報から構成
される分布データを形成し、この分布データ上における前記画像情報のパターンの双峰分
布に基づいて前記流れ角度を推定する、ことを特徴とするプログラム。
【請求項５】
　超音波ビームの二次元的な走査により形成された走査域の超音波画像と、
　前記走査域内に設定したドプラ計測箇所に対してドプラ計測を行って取得した超音波ビ
ーム方向の流速情報と、
　を処理する装置において実行されるプログラムであって、
　前記走査域内で前記ドプラ計測箇所の周囲に放射状に複数の探索経路を設定するモジュ
ールと、
　各探索経路における前記超音波画像の画像情報に基づいて前記ドプラ計測箇所付近の流
れ角度を推定するモジュールと、
　前記超音波ビーム方向の流速情報を補正して前記流れ方向の流速情報を求めるモジュー
ルと、
　を含み、
　前記角度を推定するモジュールにおいては、ドプラ計測箇所を挟んで向かい合う探索経
路同士を組にして、流れ角度を推定する、ことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断において行われるドプラ計測において、計測された流速の補正を
行う技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　超音波診断装置においては、しばしば血流のドプラ計測が行われる。例えばパルスドプ
ラ計測では、一般に二次元断層画像（Ｂモード画像）上において、血流部位にドプラ計測
箇所（ドップラーサンプリングゲート又はサンプルゲートなどと呼ばれる）を設定し、こ
の箇所に対する超音波受信信号からＦＦＴ（高速フーリエ変換）解析等によりドプラ情報
の抽出を行うことで、血流の超音波ビーム方向の流速を求める。
【０００３】
　こうして得た流速から本来の血流の流速を求める際、従来は手動による角度補正を行っ
ていた。具体的には、ユーザがロータリエンコーダを使用して基準線を－９０度から９０
度まで回転させ、血管の角度と一致させる手続きを行っていた。
【０００４】
　なお、下記特許文献１には、ある血管のドプラ計測を異なる走査線上で２回行うことに
より、実際の血流の流速を求める手段が開示されている。下記特許文献２には、ある観測
点での反射波を複数の振動子で受信することにより、真の血流の流速を求める手法が記載
されている。
【０００５】
【特許文献１】特開平５－１２３３１９号公報
【特許文献２】特開平５－９２００１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　パルスドプラ計測や連続波ドプラ計測などのドプラ計測においては、作業者が特段の操
作を行うことなく、血流の流れ方向の流速を求められることが望ましい。特に、パルスド
プラ計測は、一般にＢモード画像や二次元血流画像などの超音波画像生成と並行して計測
が実施されるため、これらの超音波画像の情報を効率よく利用して、血流の流れ方向の流
速を求めることが望ましい。
【０００７】
　本発明の目的は、ドプラ計測箇所周辺の超音波画像を利用して、ドプラ計測の結果から
流れ方向の流速を算出することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願の以下の文から００１７段落までの記載は、出願当初の願書に添付された特許請求
の範囲に対応するものであるが、補正後の特許請求の範囲に関しても参考となるものであ
る。
　本発明の超音波診断装置は、超音波ビームの走査を行い走査域の超音波画像を形成する
画像形成手段と、前記走査域内にドプラ計測箇所を設定する計測箇所設定手段と、前記ド
プラ計測箇所に対しドプラ計測を行い超音波ビーム方向の流速情報を算出する流速計測手
段と、前記走査域内で前記ドプラ計測箇所の周囲に放射状に複数の探索経路を設定する探
索経路設定手段と、各探索経路における前記超音波画像の画像情報に基づいて前記ドプラ
計測箇所付近の流れ角度を推定する角度推定手段と、前記超音波ビーム方向の流速情報を
補正して前記流れ方向の流速情報を求める流速補正手段と、を備える。
【０００９】
　超音波ビームの走査は、診断対象である生体に対し、二次元的または三次元的になされ
る。計測箇所設定手段は、この走査域にドプラ計測を行うための計測箇所を設定するもの
であり、所定条件に従った自動設定により、あるいは、ユーザ設定により行われる。そし
て、ドプラ計測により、ドプラ計測箇所からの反射波がもつドプラシフト量が計算され、
超音波ビーム方向の流速情報が求められる。しかしながら、実際の流れ方向は超音波ビー
ム方向とは異なる。そこで、前記ドプラ計測箇所の周囲に放射状に複数の探索経路を設定
し、各探索経路における前記超音波画像の画像情報を探索することで、実際の流れ方向が
求められる。探索経路は、走査域が二次元である場合にはこの二次元面内に設定され、走
査域が三次元である場合には三次元的又は所定の二次元面内に設定される。この探索経路
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は一定範囲に限定することが可能であり、例えば、ドプラ計測箇所から所定の距離とした
り、ドプラ計測箇所を含む所定の矩形領域としたりすることができる。また、角度推定手
段において、各探索経路における画像情報の用い方は様々に可能である。流速補正手段は
、幾何的性質に基づいて、超音波ビーム方向の流速情報を推測された流れ方向における流
速情報へと変換するものである。なお、流れ角度とは、ビーム方向と流れ方向とのなす角
度であり、この角度を知ることにより流速情報の補正を行うことができる。
【００１０】
　この構成により、ドプラ計測結果を補正して真の流速情報を求める過程を自動化するこ
とが可能となる。自動化にあたっては、ドプラ計測と同時並行的に形成される超音波画像
を利用しているため、計算効率の点で優れており、また、推定精度も高い。なお、ドプラ
計測は、パルスドプラ計測であっても、連続波ドプラ計測であってもよい。
【００１１】
　望ましくは、本発明の超音波診断装置において、前記超音波画像は二次元血流画像であ
る。二次元血流画像は、ＭＴＩ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｔａｒｇｅｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）
フィルタなどを用いて、二次元面での血流分布を求めたものであり、典型的にはカラー表
示によって可視化される。カラードプラ画像と呼ばれることも多い。この画像を用いるこ
とで、血管中などの流れのある領域の特定をはじめ、その速さや方向の情報や、さらにそ
の時間変化情報等を利用することが可能となる。
【００１２】
　望ましくは、本発明の超音波診断装置において、前記超音波画像は二次元断層画像であ
る。この二次元断層画像は、超音波の反射波強度を輝度情報に変換するなどして構成され
る。血管内等の超音波特性上疎な領域内では超音波の反射は相対的に小さく、周囲から識
別することが可能である。また、この領域と超音波特性上密な領域である組織部との境目
、すなわち、血管壁においては、超音波の反射は非常に大きく、この情報に基づいて血管
部分を識別することも可能である。
【００１３】
　なお、二次元断層画像と二次元血流画像をともに用いることも効果的である。また、二
次元断層画像や二次元血流画像などの超音波画像を利用する際には、原画像データを用い
ずに二値化を行って情報の強調を行ったり、空間フィルタ処理を行って所望のスケールの
空間パターンを算出したりするなどの前処理を行うことも有効である。
【００１４】
　望ましくは、本発明の超音波診断装置において、前記角度推定手段は、探索経路毎に求
めた前記画像情報から構成される分布データを形成し、この分布データ上における前記画
像情報のパターンに基づいて前記流れ角度を推定する。分布データは、画像データであっ
てもよいが、単なる配列状のデータであってもよい。そして、この分布データの表現形式
は特に限定されるものではない。例えば、探索経路番号（位置）を１軸とし探索距離をも
う１軸とし、その２軸で張られる空間上で画像情報分布として表現することが可能である
。また、探索経路番号（位置）を１軸とし、１変数あるいは複数の変数に圧縮した探索経
路上の画像情報をこの１軸上で表現することも可能である。
【００１５】
　望ましくは、本発明の超音波診断装置において、前記角度推定手段は、前記パターンの
前記ドプラ計測箇所に対する対称性を利用して前記流れ角度を推定する。例えば、血管内
にドプラ計測箇所が設定されたような場合、血管は、近似的にはドプラ計測箇所に対して
点対称に分布する。このような対称性を利用することで、流れ角度を的確に求めることが
できる。なお、例えば点対称情報を効率よく解析するために、例えば二次元面内で３６０
度全方位に設定された探索経路の情報を、予め点対称成分同士で組み合わせて１８０度の
方位成分に情報圧縮することも有効である。
【００１６】
　望ましくは、本発明の超音波診断装置において、前記角度推定手段は、前記パターンに
おける双峰分布に基づいて前記流れ角度を推定する。双峰分布（二モード分布）とは、分
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布データ中に、二つの明瞭なピークや二つの明瞭な高密度領域がみられる分布のことであ
る。ドプラ計測により血流の流速が測定される場合には、計測箇所付近を中心に点対称的
に存在する流れ（あるいはその構造）によって、双峰分布構造が捉えられる。したがって
、この双峰分布に基づいて流れ角度を推定することにより、推定精度を高めることが可能
となる。また、推定に要する時間を短縮することも可能となる。
【００１７】
　本発明のプログラムは、超音波ビームの走査により形成された走査域の超音波画像と、
前記走査域内に設定したドプラ計測箇所に対してドプラ計測を行って取得した超音波ビー
ム方向の流速情報と、を処理する装置において実行されるプログラムであって、前記走査
域内で前記ドプラ計測箇所の周囲に放射状に複数の探索経路を設定するモジュールと、各
探索経路における前記超音波画像の画像情報に基づいて前記ドプラ計測箇所付近の流れ角
度を推定するモジュールと、前記超音波ビーム方向の流速情報を補正して前記流れ方向の
流速情報を求めるモジュールと、を含む。すなわち、このプログラムは、超音波診断装置
、または、超音波診断された結果を処理するコンピュータ装置などの装置において実行さ
れるものである。なお、モジュールとは、プログラム中における実質的な構成要素を意味
するものであり、プログラミング言語において定義されるモジュールとは必ずしも一致し
なくてもよい。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明により、ドプラ診断結果を基に、流れ方向の流速情報を容易に求めることが可能
となる。特に、ドプラ計測と同時にその計測箇所の周囲の超音波画像を取得している場合
に、本発明は有効である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下に、本発明の好適な実施形態を図面を用いて説明する。ここでは、超音波診断装置
において一連の処理工程が行われるものとして説明を行う。
【００２０】
　図１は、本実施の形態に係るパルスドプラ計測を行う機能を備えた超音波診断装置１０
の構成を示す概略ブロック図である。超音波診断装置１０はプローブ１２を備えている。
このプローブ１２は、生体に対し超音波の送信を行うとともに、反射した超音波の受信を
行い受信信号を出力する。この超音波ビームの走査範囲や走査方式については、様々なも
のが知られており、ユーザは適宜その内容を選択・設定して走査を実施することができる
。例えば、時分割走査を行うことで、後述する二次元断層画像、二次元血流画像、パルス
ドプラ画像を短時間のうちに取得することが可能となる。なお、超音波の走査に係る送信
信号生成や受信信号処理の詳細については、本実施の形態を特徴づける範囲外であるため
省略している。また、超音波診断装置１０は、その演算制御機能をプログラミングと操作
部からの指示によって操ることにより様々な診断処理が可能となるが、ここではその詳細
についても省略する。
【００２１】
　プローブ１２から出力される受信信号は、その走査形態あるいは表示内容に応じて断層
画像処理部１４、血流画像処理部１６、パルスドプラ画像処理部１８のいずれかの画像処
理部で処理されて、画像データ信号に変換される。断層画像処理部１４は、典型的には二
次元的に走査された超音波ビームを処理する。処理においては、反射波の振幅を輝度情報
に変換することにより、超音波断層画像（Ｂモード画像）を生成する。この断層画像は、
生体内の組織構造についての情報を与えるものである。
【００２２】
　血流画像処理部１６は、通常は超音波断層画像と同じ走査面に対し走査された超音波ビ
ームを処理する。この処理部は走査面における血流分布を得ることを目的としており、相
対的に低速で動く部分をＭＴＩフィルタを用いて除去する処理などが実行される。そして
、例えば血流の流れ方向を赤青の色彩情報で表現し、血流の流速を明度で表現し、血流の
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流速の分散を緑色で表現するなどして、二次元血流画像を生成する。この二次元血流画像
は、血流の存在する領域や、その範囲、方向、乱れの度合いなどの情報を与えるものであ
る。
【００２３】
　パルスドプラ画像処理部１８は、断層画像上にユーザ設定あるいは自動設定されたドプ
ラ計測箇所についてのドプラ情報を取得する。すなわち、送信したパルス波がドプラ計測
箇所からの反射することで得られた受信信号にに対し、ＦＦＴ（高速フーリエ変換）など
を行ってドプラシフト情報を取得することで、超音波ビーム方向（パルス波の送波方向）
の流速情報を得ることができる。パルスドプラ画像は、典型的には、各時刻における流速
情報を時系列表示するようにして形成される。
【００２４】
　これらの画像処理部から出力される画像データ信号は、さらに表示処理部２０において
、画像表示のための処理を受ける。表示処理部２０には、画像メモリ２２、グラフィック
処理部２４、流速補正部２６が含まれている。画像メモリ２２は、各種の画像データを格
納するものであり、画像表示における時相調整や動画表示のための時系列データの保存な
どを行う。グラフィック処理部２４は、画像データを表示用の走査信号に変換するなどの
処理や、各種画像データを重ね合わせて表示画像を生成する処理などを行っている。流速
補正部２６は、パルスドプラ画像データに対し流速補正を行う。
【００２５】
　表示処理部で処理された画像データは、画像表示装置としてのモニタ２８に送られて画
像表示される。
【００２６】
　角度推定部３０は、パルスドプラ計測における角度補正を行うものであり、表示処理部
２０から送られる画像データ信号の処理を行い、処理結果を流速補正部２６に出力する。
角度推定部３０には、探索範囲抽出部３２、探索経路設定部３４、画像情報分布データ作
成部３６、流れ角度評価部３８、エラー処理部４０が含まれている。
【００２７】
　探索範囲抽出部３２は、二次元断層画像または二次元血流画像からなる超音波診断画像
に対し、ドプラ計測箇所付近の所定の範囲の画像を選び出す処理を行う。切り出す範囲等
は様々に設定することが可能であるが、ここでは、１辺が１２８ピクセルの矩形の部分画
像を抽出して探索範囲を画定するものとしている。また、ここでは、部分画像の抽出は実
際に画像データとして切り出すものとしているが、もちろん、単に原画像中の領域を特定
するだけであってもよい。
【００２８】
　探索経路設定部３４は、抽出された部分画像に対し探索経路を設定する。探索経路は、
ドプラ計測箇所の中央の画素を中心として、放射状に複数設定される。探索経路の間隔は
、ドプラ計測箇所の周囲をバランスよく探索するために等間隔とすることが望ましく、こ
こでは、１度毎に３６０本の探索経路を設定するものとしている。なお、ドプラ計測箇所
付近においては、複数の探索経路が同じ画素を通過することとなり計算効率が悪くなって
しまう。そこで、ドプラ計測箇所付近では複数の探索経路をまとめることにより探索経路
の本数を減らすことも有効である。また、探索経路では、一般にその設定方向によって通
過する画素数が異なるなどの非等方性が生じてしまう。このような場合には、適宜参照画
素の内容を平均化したり、間引きを行うとこで、非等方性を小さくすることができる。
【００２９】
　画像情報分布データ作成部３６は、各探索経路に対し画像情報の探索を実行し、探索結
果をまとめた分布データを形成する。すなわち、横軸を探索経路の番号とし、縦軸を探索
経路の中心からの画素番号とした二次元空間に、部分画像のもつ画像情報を配置する。画
像情報としては、超音波画像が断層画像である場合には輝度情報を用い、超音波画像が血
流画像である場合には血流の流速の情報を用いればよい。
【００３０】
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　流れ角度評価部３８は、分布データを解析して流れ方向（その角度）を推定する。流れ
方向の推定は、画像情報のパターンから血管の方向あるいは血流の方向を探索することに
よって行う。具体的には、分布データが断層画像の輝度情報に基づいて作成されている場
合には、血管に相当する輝度の小さな領域の存在方向を探し出すことになる。一方、分布
データが血流画像の流速に基づいて作成されている場合には、大きな血流が見られる方向
を探し出すことになる。
【００３１】
　このような流れ方向を探索するにあたって有効な方法は、血管あるいは血流の分布パタ
ーンがドプラ計測箇所を挟んでほぼ直線形状であることを利用することである。そこで、
本実施の形態においては、ドプラ計測箇所を挟んで向かい合う探索経路同士を組みにして
解析する。そして、組にした二本の探索経路の平均的な画像情報に基づいて、血管や血流
方向を表す可能性が最も高い組、あるいは最も高いものから順番に複数の組（例えば３組
）を選択し、その平均的な方向を求めることで流れ方向を推定する。
【００３２】
　エラー処理部４０は、流れ角度の推定に失敗した場合に対処を行うものである。例えば
、選択された複数の組において、二本の探索経路のうち一本の探索経路における画像情報
が血管あるいは血流の存在が認められないような値を示す場合には、正しい角度が判定で
きない可能性が高い。このように二本の探索経路が整合性を有しない場合には、グラフィ
ック処理部２４に対しモニタ２８へのエラー出力を行わせ、ユーザに対しパネル操作部４
２を通じての角度設定を促す処理を行う。あるいは、流れ角度評価部３８に対し、他のア
ルゴリズムによる流れ角度の推定演算を実施させる処理を行ってもよい。
【００３３】
　ここで、流れ角度評価部３８が行い得る他のアルゴリズムの例を示しておく。上に示し
た例においては、二本の探索経路を組にして角度の評価を行った。これに対し、二本の探
索経路を別々に評価しておいてから、これらが対となって存在することを確認することで
、角度を定める方法を採用することができる。そこで、分布データにおける双峰分布を検
出する。すなわち、画像情報の値のピーク値あるいは所定の閾値以上の分布によって、血
流あるいは血管の存在可能性が高い角度が二つ選び出せるかどうかを探索する。そして、
二つ選び出された場合には、それぞれの示す角度が何度の角度をなすかを調べ、その角度
の差が所定の閾値以内（両者が直線的な関係にあるときを０度として、例えば１０度以内
というように設定する）である場合には両者の角度の平均をもって流れ角度と推定するこ
とができる。
【００３４】
　図２は、以上の超音波診断装置１０を用いて、流速の補正を行う過程を段階的に示した
模式図である。図２（ａ）においては、生体に対しプローブ１２をあてて超音波ビームの
走査を行うことにより扇型の走査域５０について得た断層画像及び血流画像を重ね合わせ
てモニタ２８に表示した様子を示している。画像はリアルタイムで更新されており、ユー
ザは常に最新の画像を見ることができる。また、画像メモリ２２の機能を使うことにより
、画像の更新を停止するフリーズ状態とすることも可能である。
【００３５】
　走査域５０内では、血管５２が断層画像によって捉えられており、また、その中を流れ
る血流５４が血流画像によって捉えられている。ユーザは、パルスドプラ計測を行って、
この血管５２内に流れる血流を詳細に測定することができる。測定にあたっては、まず、
パネル操作部４２の操作を行って血管５２内にドプラ計測箇所５６をユーザ設定する。こ
のドプラ計測箇所５６の方向５８に対しては、プローブ１２から、一定時間間隔でパルス
波が送波され、対応する反射波の受信及び解析が行われる。こうして得られる血流の流速
、パルス波の方向５８のドプラ流速であり、血管５２に沿った実際の流れとは異なる。そ
こで、血流の実際の流れ方向（角度）を推測する処理を行う。
【００３６】
　図２（ｂ）は、探索範囲抽出部３２によって、探索範囲となる部分画像が抽出された様
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ラフィック処理部において直交直線座標に変換されており、一辺が１２８画素の正方形形
状となっている。なお、探索範囲をドプラ計測箇所５６を中心とする円形状に設定するこ
とで、次に設定する探索経路の長さを方位によらず一様にするようにしてもよい。
【００３７】
　図２（ｃ）は、探索経路設定部３４によって、ドプラ計測箇所５６の中央の画素を中心
に探索経路群６０，６２，６４，．．．が設定された様子を示している。図示は簡略して
いるが、ここでは予め設定されたプログラムに基づいて１度おきに３６０本の探索経路が
設定されている。
【００３８】
　図２（ｄ）は、画像情報分布データ作成部３６が、この探索経路に沿って次々と血流画
像の画像情報を調査することで、分布データを作成した結果を示している。横軸は各探索
経路を順番に並べたものであり、縦軸は中心からの大凡の距離を示している。また、コン
ターは、血流の流速を表している。図示したコンター分布では、血流の流速が相対的に速
い部分が部分７０と部分７２付近に存在する双峰分布のパターンが形成されている。
【００３９】
　流れ角度評価部３８は、先に説明したアルゴリズムによりこの分布データを処理して流
れ角度を求める。図２（ｅ）は、求められた流れ方向を表す直線８０を図示した様子であ
る。この直線８０とパルス波の方向５８とのなす角θは、パルス波の方向５８に対する流
れ角度を表している。この流れ方向の流速は、パルスドプラ計測によって得られたパルス
波の送波方向の流速Ｖに対し、Ｖ／ｃｏｓθの関係にある。
【００４０】
　図２（ｆ）は、パルスドプラ計測によって得られた血流の流速の時系列データを表して
いる。すなわち、横軸は時間でありデータは時事刻々更新されている。また、縦軸は、流
れ方向の流速補正を行った結果をもとに、流れの大きさを目盛ったものである。これによ
り、ユーザは、ドプラ計測箇所５６における血流の流れ方向の流速を把握することができ
る。
【００４１】
　以上の説明においては、パルスドプラ計測を例に挙げたが、連続波ドプラ計測も同様に
対象とすることが可能である。連続波ドプラ法では超音波を連続的に送受信し、得られた
受信信号に対してドプラシフト量を解析する。このドプラシフトが生じた深度は一般に特
定されないが、同時測定されるＢモード画像などから、測定対象の内部構造を知ることが
可能であり、どの部位からのドプラシフトの影響が強いかを把握することが可能である。
この部位を典型的なドプラ計測箇所として、自動的に、あるいは、手動で特定することに
より、同様に流れ方向を求め、計測結果を補正することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本実施の形態に係る超音波診断装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】処理工程を段階的に示した模式図である。
【符号の説明】
【００４３】
　１０　超音波診断装置、１２　プローブ、１４　断層画像処理部、１６　血流画像処理
部、１８　パルスドプラ画像処理部、２０　表示処理部、２２　画像メモリ、２４　グラ
フィック処理部、２６　流速補正部、２８　モニタ、３０　角度推定部、３２　探索範囲
抽出部、３４　探索経路設定部、３６　画像情報分布データ作成部、３８　角度評価部、
４０　エラー処理部、４２　パネル操作部。
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